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介護医療院 身体拘束実施状況
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≪令和８.４⽉〜９⽉⾝体拘束実施状況≫

☆身体拘束最小化チーム（医療療養病棟）と身体拘束廃止推進委員会（介護医療院）を設置し、毎月身体拘束の状況を確認、
共有、検討しています
☆介護医療院は福岡県身体拘束ゼロ宣言登録施設です
☆身体拘束最小化のための職員研修を年２回以上実施しています

〇医療療養病棟‥令和8年度上半期の身体拘束実施率は平均2.2%
〇介護医療院‥4月、5月はミトン使用者がいたため平均0.1％でしたが、6月以降は0％を継続中！

≪⾝体拘束最小化に向けた取り組み≫

⾝体拘束廃止推進委員会 令和８年第２号

当院の基本理念に基づいて、患者様が尊厳を保持した生活を継続していくために、本人にかかわるすべての職員が「尊厳の
保持」を理解し、その人らしい生活を支えるケアを確立していきます。
原則として⾝体拘束を行わない方針です。

≪⾝体拘束に関する基本方針≫

≪緊急やむを得ない場合の対応≫
身体拘束は本人の行動を制限することであり、当然してはならないことです
「本人の尊厳を守るため」に、以下の三つの要件をすべて満たす場合に限り身体拘束を検討します
切迫性‥本人または他の入所者（利用者）等の生命または身体が危険にさらされる可能性が著しく高いこと
非代替性‥身体拘束その他の行動制限を行う以外に代替する方法がないこと
一時性‥身体拘束その他の行動制限が一時的なものであること≪⾝体拘束の３つのロック≫
フィジカルロック‥手足や体幹を縛るなどの身体的な拘束
ドラッグロック‥不適切な薬剤や過剰な薬物の投与により、身体・精神活動を抑制する拘束
スピーチロック‥禁止や指示的な言葉がけにより、相手の行動を制限する拘束


